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○ 講演会等／Lectures at NISTEP
3/12(火) 「中国 科学院科学技術政策・管理研究所の概要」について 
徐 偉宣 ( Xu Weixuan ) 
（中国 科学院科学技術政策・管理研究所長）
○ 主要来訪者一覧／Foreign Visitors to NISTEP
2/27 Martin Loken ほか１名 
（カナダ外務省アジア太平洋部）
2/27〜3/26 李 性奉 ( Lee Seongbong ) 
（韓国 科学技術処科学技術協力課）
3/11〜3/15 徐 偉宣 ( Xu Weixuan ) 
（中国 科学院科学技術政策・管理研究所長）
3/25〜3/31 劉 彦 ( Liu Yan ) 
（中国 国家科学技術委員会中国科技促進発展研究センター副研究員） 



























































































中 国 出 張 報 告
総務研究官 林 光夫
３月１３−２０日中国北京、広州に出張し、科学技術政策研究関係機関などを訪問した。
１、主な訪問先は、
1. ）北京では、科学技術委員会（省庁横断的な調整機能を持つ行政組織の一つで、我が
国の科学技術庁のようなところ）、科学技術発展促進研究中心（科学技術委員会に所属
する研究所の一つで、科学技術、経済、社会などについての政策提言を目的としており
当研究所に類似した活動を行っている。なお、科学技術委員会のもとには、他に、我が
国の、科学技術情報センター、リモートセンシング技術センターに当たる組織があ
る。）、科学院科学技術・管理科学研究所（科学院は、123の研究所の集合体で、日本で
考えると、工業技術院の全省庁統一版とでもいえよう。自然科学の分野で、基礎から応
用まで各種の研究所があるが、科学技術・管理科学研究所は、国の科学技術政策のた
めの提言や科学院の各研究所における研究について、重複、効率などを評価してい
る。）、科学技術協会（科学技術者の育成支援、産学官交流の促進、技術指導・移転な
どを行っており、我が国にたとえれば、日本学術振興会、技術士及び技術士会の役割
を併せたようなものと見られる。）を訪問した。
2. ）広州では、広東省科学技術委員会、広州市科学技術委員会、広東省科学技術協会を
訪問した。それぞれ、北京で訪問した国の組織と同様の機能を持った、地域組織であ
る。
２、中国では、従来、行政が生産計画を立て、国の研究所が設計開発を行い、企業が生産し、
製品が配分される仕組みになっていたが、科学技術を経済の発展により以上に貢献させるた
め、市場ニーズを踏まえた競争を目指した改革が、1985年から実施されてきている。具体的に
は、１）国あるいは地方政府から研究開発部門に対する予算の支出を削減する代わりに独自
性のある運営を認め、研究開発の成果については、研究開発部門自ら、あるいは、企業との
契約で生産・販売し、利益については内部での配分を認める、２）研究開発部門の研究者に
は、兼職の立場で、企業を設立し、あるいは、運営に参画することを認める、３）技術の売買を
認める、４）研究者には、本人の希望によって、より適性の発揮できる勤務先を選択できるよう
にする等の方策が採られている。この様な改革の中で、広東省においては、広く省外、外国
から優秀な研究者を招聘するため、優秀な研究者に対して、車の提供、広い住居の支給など
の措置を講じている。
３、広州においては、この様な改革に対応し成長をしているパソコンソフトの開発を行う企業、
食品添加物の開発生産を行う企業を訪問したが、いずれも活気のある職場となっていた。た
だし、パソコンソフトについては、中国語の特殊性（仮名、カタカナがない。発音の高低差によ
り意味が異なる。地域差が大きい。事実、広州では、中国語のテレビに中国語の字幕が出て
いた。）により、入力方式がいろいろあり、今後、入力方式が淘汰されていくことに対する不安
6
が示された。また、同社が開発するレジスターには、ブラックボックスが設けられており、ここに
は、売買の記録が残されるが、購入者にはアクセスできず、税務当局のみが使用できる設計
になっているとの事であった。
４、科学技術政策研究の面では、次のような話があった。
1. ）今後重点化すべき研究開発分野は何か。ちなみに広東省では研究開発投資の３分の
１が農 業に向けられている。
2. ）研究開発部門から企業に対しての技術の提供により改革の成果は現れてきている
が、企業 そのものは研究開発に関心が無く、どのようにすれば企業の研究開発投資が
増やせるのか。
3. ）中国では、研究者の３割は女性であるが、若者の科学技術離れが起きつつあり、さら
に、 基本的には、研究者の給与、待遇は他と同じとされていることから、研究開発への
インセン ティブをどう高めていくか。
4. ）この様な問題について、日本の関係機関と協力して考えていきたい。
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